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.の
存
在
膨
明
に
：o.
.v.
て
.は
、
こ
.の
..本
を
参
勝
す
る
.こ 

と
は
極
め
.て
有
益
で
あ
を
'。，

：

:

.
そ
の
他
必
要
な
参
考
文
献
は
本
文
中
に
あ
げ
て
あ 

る
が
、
し
か
し
論
现
的
な
精
緻
性
の
み
に
紙
意
を
ぅ 

.
ば
わ
れ
る
こ
と
は
経
済
学
者
と
し
て
の
著
者
の
本
意 

で
は
な
か
ろ
ぅ
。
実
際
本
昏
の
い
た
る
と
こ
ろ
：で
露 

呈
さ
れ
て

.

い
る
著
者
の
経
済
現
象
な
ら
び
ぬ
経
済
理
；
 

論
に
対
す
る
.秀
れ
た
ヴ
ィ
ジ
5
ン
こ
そ
は
、
何
に
も 

ま
し
て
本
書
の
価
値
を
高
1め
て
.い
る
も
の
.な
の
で
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.

る
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の
意
味
で
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こ
.：の
新
著
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へ
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お
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す
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す
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次
第
で
あ
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，
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ら
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^
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ま

ざ
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定
 

の
間
の
無
矛
盾
性
に
つ
い
て
、.

最
近
久
我
氏
が
詳
細

. 

な
検
討
を
加
克
ら
れ
て
い
る
。
興
味
お
る
読
者
は 
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ド
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ま
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日
本
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経
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学
は

*

則
ま
で
も

'

っ
ぱ
ら
欧
米
の
経
済
学
の
輸
入
摸
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倣

で

あ

：
っ
；
た
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，
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か

：
し

戦

後

約
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十

年

間

に

状

況

が
 

:

変
り
、,

本
書
のj

者
者

'

の
稲
田
氏
を
始
め
少
壮
の
学
者

' 

辟
す
で
に
〃
ピ
丨
ス
な
み
に
世
界
酌
水
準

"

に
達
し
、，
 

積
極
的
貢
献
を
行
つ

.

て

い

る

。^-
書

は

戦

姿

世

界
 

の

学.

者

の

関

心

が
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ぅ̂

つ
，
た

か

へ

そ
^'
に

対

し
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日
本
の
学
者
が
ど

.

ん
な
貢
献
を
し
た
か
，を
示
さ

ん 

と
し

.

て
い
る
。.

戦
後
経
済
学
も
非
常
に
進
步
し
、
学 

問
が
高
度
に
抽
象
的
論
理
的
に
な
っ
て
来
た
が
、
,本 

書
は

.

そ
れ
ち
を
大
変
- <

ず
し
て
、

.

わ
か
り
.や
す
く
要 

約
を
述
べ
へ
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
"常
識
に
毛
の 

生
え
た
程
度

"

の
知
識
と
現
代
の

.

進
ん
だ
経
済
学
の

■ 

橋
渡
し
を
行
つ

.

て
い
る
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内
容
は
、ノ
経
済
基
磔
論
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部
分
で
現
代
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進
ん
だ
経
済
学
の
存
在
意

義

を
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ベ
、
そ
れ
が
決
し
て

"

モ
デ
ル
の
オ
モ
チ
ャ

"

で
な
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い
こ
と
を
示
す。

第
一
章
は
戦
後
厚
生
経
済
学
に
大 

き
な
シ
ョ
ク

.

ク
を
与
え
た
、
ァ
口
ー
の
貴
献
が
有
名 

な
四
名
の
女
優
の
名
と
と
も
に
説
明
さ
れ
る
。
ケ
ロ 

丨
は
民
主
社
会
に
於
て
社
会
的
厚
生
凾
数
の
非
存
在 

を
証
明
し
た
が
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結
局
は
厚
生
経
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学
に
積
極
的
貢
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別
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線
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後
者
か
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引
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れ
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'

と
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章
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業
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論
で
伝
統
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ア
ブ
ロ ー

.チ
と
線
型
計
画
及 

.

び
後
者
の
限
界
生
産
力
の
説
明
、
第
四
象
は
.市
場
に 

.

於
け
る
均
衡
価
格
の
存
在
、
そ
の
安
定
性
、
競
争
、者 

'
の
数
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関
す
る
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ー
の
理
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、
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的
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定
の
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で
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'

消
費
者
行
動
と
ち
が
う
グ
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ド
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プ
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ス
、
第
五
章
は
経
済
成
長
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で
、
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の
一
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門 
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デ

ル

.
、
資
本
財
、.
消
費
財
に
分
け
た
二
部
門
モ
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1

ル
，(

日
本
の
学
者
の
貢
献
が
大
き
い
，

)

、
多
部
門
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ル

、
.
，
タ

ー

ン
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ク

定
理
、
最
適 

成
長
論
等
の
初
等
的
解
説
で
あ
る
。
■最
新
の
話
題
も 

幾
つ
か
あ
り
、

コ
ア
ー
の
理
論
、
二
部
門
モ
デ
ル
、

.

タ
ー
ン
パ
イ
ク
定
理
、
最
適
成
長
論
で
あ
る
。
こ
れ 

ら
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
各
章
の
終
り
に
参
考
文 

献
が
あ
る
の
で
：そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
最
新
の
経

， 

済
理
論
を
知
ろ
う
と
す
る
人
に
は
良
い

.

手
引
き
と
な

. 

ろ
う
。
本
書
中
所
々
に
.厳
し
い
批
判
が
あ
る
が
、
稲
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田
氏
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
有
数
の
学
者
で
あ
る
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集
合
概
念
と
し
て
と
'ち
え
ら
れ
る
人
口
は
.経
済
、
社

会

と

.
良

然

を

と

り

つ

な
 

々
媒
介
物
と

.

し
て
重
要
視
さ
れ
る
が
、
人
び
と
が
人

ロ
を
意
離
す
る
と
き
は
、： 

い
つ
で
も
社
会
に
不
幸
が
感
'1
:

ら
.れ
.る
と
き
で
あ
!o

た
。
：こ

.

の
こ
と
は
経
済
学 

の
系
譜
の

.

な
か
に
も
、
古
典
学
派
の
昔
か
ら
過
去
に
例
外
を
み
る
こ
と
は
な
か

.

 

っ
た

..

ま
た
.
社
会
が
発
展
し
、
.'.経
済
が
繁
栄
を
つ
づ
付

.

た
十
九
世
紀
後
半
の
.. 

西
3
丨
ロ.

ッ
パ
の
経
済
学
が
ち
は
人
口

.

が
意
識
さ
れ
る
こ
と

.

な
く
、
人
口
は
座

.

 

済
学
の
映
像
の
外
に
追
い
や
ら
れ
た
の
-で

あ

る

-
。' -

経

済
..

社
会

^

は
人
ロ
が

.

.

〃
自
然

"

に
働
き
か

.

け

て

、
，
そ

こ

に

住

む

住

民

ヒ

■

 

ち

の

努

カ

术

ょ

っ

て

築

き

，あ

げ

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

が

，
、

人

口

も

経

済

'
.
社

会 

も
、
と
も
に
新
陳
代
謝
す
る

.

か
ら
、
- A

ロ

は

経

済

：

社

会

と

相

互

依

存

の

.関

係 

，
学

位

授

与

報

告
：

で
.

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
：
こ
こ
で
、
本
論
文
の
基
本
は
、
経
済
と
は
社
会 

の

た

ん

な

る■•
部

で
ば
な
く
、
経
済
は
社
会
を
構
成
す
る
基
盤
を
な
す
と
い
う 

立
場
に
た
つ
て
、

.:

人
口
と
経
済
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
と 

く
に
、
社
会
の
.不
幸
が
深
刻
に
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
■人
口
は
い
つ
で
も
経
済
学 

者
の
手
も
と
に
あ
る

.

が
:'
社

舍

不

安

が

薄

く

な

る

と
、
‘人
口
は
経
済
学
者
の
手 

か
ら
離
れ
て
よ
そ
に
出
か
け
る

。'

 ;

と
こ
ろ
が
、
人
口
が
人
、び
と
の
意
識
に
の
ぼ 

り
は
じ
め
て
、'
 

社
会
の
不
幸
が
深
刻
の
度
を
増
す
と
、
人
ロ
は

‘

た

た

び

経

済
 

学
者
の
手
も
と
'に
も
ど
つ
て
く
る
。
人
口
を
こ
の
段

階

で

と

.
ら

え

る

こ
と
が
人 

ロ
研
究
の
基
本
で
あ
る
。
こ
こ

に

「

人
ロ
の
経
済
学」

を
体
系
化
す
る
基
盤
が 

あ
た
、え

.

ら
れ
る
の
で

.

あ
る

0

:.

こ
.の
よ
う
な
体
系
化
を
形
成
す
る
た
め
に
、
人
び
と
が
人
口
を
意
識
し
、
人 

ロ
研
究
を
進
め
て
き
た
系
譜
と
: '

古
典
学
派
以
来
の
経
済
学
の
系
，譜
の
な
か 

に
.

、
_

上
れ
ら
、が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
絡
み
あ
つ

'_

て
き
た
の
か
、
ま
た
出
生
力
減 

退
と
い

.

う
人
ロ
の

.

あ
.

る
変
革
を
知

.

つ
た
と
き
、
経
济
学
者
は
こ
.れ
を
経
済
学
の 

な
か
に
ど
の
よ
う
に
：受
け
い
れ
ぐ
人
ロ
学
者
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
分
析
手
段 

を
：講
じ

.

て
#

た
.

か
、，，そ

.

の
よ
う
な
経
済
学
者
と
人
ロ
学
者
の
意
識
の
相
違
が
.学 

問
の

1

展
.

に
ど
め
，よ

.

う
に

.

貢
献
し
て
き
た
か
。
こ

'

 

の
間
の

1 |
?

情

を

整

理

し

て

体
 

系
化
し
た
の
が
、
こ
こ
.に
ま

.

と
.

め
ら
れ
た「

人
ロ
の
経
済
学」

で
あ
る
。
.そ
し 

.

て
本
論
文

.

で
の
：
最

終

の

結

論

は

、
.

//
'
人

口

は

ば

た

し

て

経

済

の

原

因

で

あ

る

の
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力
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'
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V

う
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^

解
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. ^
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.

え

.
たこ
、と
で
あ
- t
l

、
'
さ
ら
に
そ 

こ
か
ら
、
経
済
社
会
が
今
後
に
発
展
を
つ
づ
け
る

>
.

き
、
人
口
め
実
践
的
意
義 

を
.

見
：い

.

だ
し
た
こ
と
で
あ
る
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